
《事例①》御幸森小学校跡地：いくのコーライブズパーク（複合施設）１/2頁

1学年１０名前後の小規模化への対応のため、中川小・舎利寺小の一部との再編を１年前倒して御幸森小と中川小の２
小の再編を先行。
跡地は多文化共生のまちづくり拠点として、「NPO法人IKUNO・多文化ふらっと」と「株式会社RETOWN」により活用さ
れている。
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<生野区広報紙「広報いくの」(令和５年1月号)より>



《事例①》御幸森小学校跡地：いくのコーライブズパーク（複合施設）２/2頁

校庭の芝生やプールのBBQ場は
事業者による整備
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引用元：
https://www.facebook.com/ikunotabunkaflat

<生野区広報紙「広報いくの」
(令和５年6月号)より>



《事例②》林寺小学校跡地：インターナショナルスクール 1/2頁
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<生野区広報紙「広報いくの」(令和５年３月号）より>※広報紙掲載時の情報です。



《事例②》林寺小学校跡地：インターナショナルスクール 2/2頁

林寺小・生野小・西生野小・舎利寺小の一部と生野中学校

を再編し、大阪市初の「義務教育学校 生野未来学園」を

開校のため、林寺小学校の跡地活用を並行して地域主導で

話し合い、「教育機関など様々な学びの場」となるものを特に

望まれる要件として公募。

インターナショナルスクールの大阪校（西区）の移転先として

事業者が決定し、改修工事を経てR5年８月23日に開校。

地域連携アドバイザーとしてインターナショナルスクールに雇

用された地元の人材が調整役を務め、防災だけでなく地域活

動の活性化につなげることが期待されている。

スクールバスで広域から児童生徒が通う

4引用元：https://abroadschools.jp/osaka/



《事例③》生野小学校跡地：インターナショナルスクール 1/2頁
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<生野区広報紙「広報いくの」(令和５年３月号）より>※広報紙掲載時の情報です。



《事例③》生野小学校跡地：インターナショナルスクール 2/2頁

生野小・西生野小・林寺小・舎利寺小の一部と生野中
学校を再編し、大阪市初の「義務教育学校 生野未来
学園」を開校のため、生野小の跡地活用を並行して話
し合い、「教育機関など様々な学びの場」となるものを
特に望まれる要件として公募

関西進出を予定していた東京のインターナショナルス
クールの事業者が決定し、改修工事を経てR5年８月
28日に開校。

防災拠点としてだけでなく、日常的に地域に開かれた
スペースの開設も予定している。 リノベーション後の外観と、内装のパース図。

ICT教育の設備やシアタールームを整備予定。
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引用元：https://owis.org/jp/ja/



《事例④》生野南小学校跡地：専門学校⇒通信制高校／日本語学校 1/2頁
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<生野区広報紙「広報いくの」(令和５年３月号）より>※広報紙掲載時の情報です。



《事例④》生野南小学校跡地：専門学校⇒通信制高校／日本語学校 2/2頁

生野南小・田島小を再編し、田島南小中一貫校を開設の
ため生野南小の跡地活用を並行して話し合い、【「新たな学
び」と「交流/居場所」の機会が得られる場所】を特に望まれ
る要件として公募。

地域や区役所との連携した防災活動や地域ニーズを踏ま
えた地域コミュニティの拠点としての役割を果たしていく等
地域貢献の提案をしている。

8
引用元：活用事業者による提案資料
https://www.city.osaka.lg.jp/ikuno/page/0000582417.html


